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ツールボックスの開発：テキスト分析に必要な機能をツールボッ
クスとして研究者の利⽤に供する。⼤量テキストデータに対する学習・
予測等を実運⽤に耐えられる時間内で実⾏するためmdxを利⽤した。
•テキストの語彙分割、時空間語彙認識および計量化（緯度・経度およ
び時間の推定）、主題分析⽤LDA（Latent Dirichlet Allocation）、基
本的な分析結果の可視化に関するツール群を実装した（図）。
•時系列データ分析や異常点検出等のアルゴリズムの充実を図る。

データ分析③ Webニュース
データによる地域変容抽出の
試み：地域社会に何らかの変容が⾒
られる瞬間（Tipping Point）を⾃動抽
出する。ここでは、震災後の保健・健
康 活 動 状 況 の 変 化 を 事 例 と し て 、
フィールド調査や⽂献調査の結果と、
トピックの時系列データにBayesian 
Online Change Point Detection を適
⽤した変化点抽出の結果を⽐較した。

課題の概要：⼈⽂学DXの実現には⼈⽂学データの計量的処理
が不可⽋である。本課題ではテキストデータの計量的処理をユー
スケースとして、①Webニュースデータから地域変動を検出する
計量的⼿法の開発、②データ分析を⽀援するツールボックスの構
築、③関連する⼤量・多様な⼈⽂学研究データの蓄積・共有・利
活⽤を⽀援するデータベースシステムの構築、④研究データを適
切に管理する⼿法の確⽴を試みる。この問いに挑みながら、定性
的⼿法が主流である地域研究において、情報学の計量性を活かし
た地域研究⼿法の構築を⽬的とする（本発表は①と②について）。

データ分析② Webニュースデータからの
地名抽出と緯度・経度推定：抽出したトピック
を空間分布として可視化するため、①地名に関わる語
彙を⾃然⾔語処理技術を使って⾃動抽出した。②抽出
した語彙で地名辞書を検索し、緯度・経度を取得した。
③抽出した地名には同名異地名などの曖昧性が存在す
る。そこで「同⼀記事中に現れる地名は相互に近傍に
存在する」という前提のもとで，各地名間の総距離が
最⼩になるように地名を選択した。
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① BiLSTM-CRF：固有表現抽出。学習データから地名抽
出法を学習する（上図）。

② 地名辞書を検索し、地名に対応する緯度・経度の候補
集合を取得する。

③ 単純な戦略を⽤いて緯度・経度を⼀つに絞り込む。

抽出したトピック変化点と先⾏研究との⽐較

分析結果のヒートマップ

抽出したトピックの変化点：

• 第1ティッピング・ポイント（1
〜2週間後）：頻度の⾼い単語が
⽇々変動しており解釈が困難。
• 第2ティッピング・ポイント（3
週間後）：救命から健康管理へ
と活動内容が変化している。
• 第3ティッピング・ポイント（約
3ヵ⽉後）：家屋の仮復旧、仮設
住宅の設置、ボランティアによ
る⽡礫撤去作業が活発化など。

先⾏研究：
• フェーズ0：初動体制を確⽴するた
めの期間。災害発⽣後24時間以内。
• フェーズ1：⼈命と安全を確保する
ための緊急対策の期間。72時間以内
• フェーズ2：避難所での⽣活安定の
ため⼀時的対策期間。4⽇〜1ヶ⽉以
内。
• フェーズ3：避難所から仮設住宅へ
の移動などのための応急対策期間。
1ヶ⽉以降。
• フェーズ4：仮設住宅対策や新たな
コミュニティづくりを含むコミュニ
ティ再建のための復旧・復興期間。
2ヶ⽉以降。

データ分析① Webニュースデータの分類と
可視化：⼤量のWebニュースデータを内容（話題：
Topic）に応じて⾃動的に分類する。本研究ではLatent 
Dirichlet Allocation (LDA) によるtopic modelを⽤いた。
毎⽇新聞CD-ROM版（2010-01-01〜2019-12-31の全国
版および46地⽅版、約200万記事、約9億⽂字）を対象と
して、東⽇本⼤震災に関連したトピックの抽出を試みた
（各トピック数に対するPerplexityとCoherenceおよび各トピックを構成する
語彙群の定性的評価より、以下ではトピック数を184とした）。
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 を求める問題

計算コスト（時間）が高い(mdxに期待)

抽出したトピックの時系列変化

ツールボックスの利⽤例


